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会会会長長長賞賞賞   

受賞者名

株式会社鴻池組 鳥取西道路気高第２トンネル工事

取組の実践場所

鳥取県鳥取市気高町下坂本 気高町日光地内

受賞テーマ

「トンネル工事における環境への影響低減への取り組み」

受賞者は、鳥取西道路Ⅲ期工事の内、気高町下坂本から気高町日光に至る延長 ｍのトンネルを新設する工事において、次の

取り組みを実施した。

①建設汚泥の排出量削減

トンネル掘削に伴い発生する汚水を、濁水処理設備により放流基準内に処理するととともに、発生した汚泥は、現場内の脱水装

置によって脱水処理し、建設汚泥の発生量を抑制した。

また、建設汚泥は、再生利用を行っている中間処理会社に持ち込み、全て再生材としてリサイクルを行った。

②再生資源の利用

島根県三隅火力発電所から発生したフライアッシュ（石炭灰）を、コンクリート吹付に使用するセメントと砂に置き換えて使用

（ ）することによって産業廃棄物の再利用と坑内での粉じん発生の抑制に効果を発揮し、坑内環境の改善および集塵機の

電力量低減に貢献した。

③産業廃棄物の分別処理

建設事業により発生する廃棄物を、鉄くず、木くず、廃プラスチックに分別して処理することにより再生率を向上させた。

また、梱包材として持ち込まれた段ボールは、公民館に設置されている廃品回収置き場に投棄し、リサイクル利用に寄与した。

（③産業廃棄物の分別処理） （④粉塵発生の抑制）

④粉塵発生の抑制

工事用道路および仮設備ヤード内に仮舗装の実施と、出入り口にタイヤ洗浄機を設置し、場内での粉じん発生及び一般道の汚損

を防止した。

また、散水車と清掃員を常時配置することにより、散水による粉じん発生の抑制と清掃を実施した。

⑤アイドリングストップ運動実施により 発生の抑制

トンネルずりの場外搬出用ダンプトラック及び資材運搬用トラックについて、待機中のアイドリングストップを行うよう要請

し、 の発生を抑制した。 
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会会会長長長賞賞賞   

受賞者名

松井建設株式会社 東京支店

（仮称）特別養護老人ホーム杉並区宮前園新築工事

取組の実践場所

東京都杉並区宮前

受賞テーマ

住宅街での建設工事から発生する環境影響の低減

受賞者は住宅街での建設工事であることを考慮し、近隣に対して極力、振動・騒音の迷惑をかけない等の環境影響を低減させる

工法の検討をし、特に躯体工事においては、騒音対策とともに、型枠用合板の使用量、搬出入車両の台数、廃棄物の排出量の削減

に取り組んだ。

【活動概要】

． 床ピット部分において、型枠合板（ベニヤ）の上に断熱材（スタイ

ロフォーム）を敷き、コンクリートに打込む在来工法に替えて、型枠兼用

断熱材（ピットワーク）工法を採用することにより、次の効果があった。

①スラブ型枠用合板の削減。

②型枠材搬出入車両の削減による、 の発生抑制。

③型枠解体時に発生する廃棄物の削減。

④スラブの組立、解体工程の短縮。

．地上階での在来スラブ型枠工法に替えて、配筋付構造デッキ（フェロ

ーデッキ）工法を採用することにより、次の効果があった。

①スラブ型枠用合板の削減。

②スラブ支保工材、鉄筋材搬出入車両の削減による、 の発生抑制。

③型枠解体時、鉄筋配筋時の振動・騒音の低減。

④型枠解体時に発生する廃棄物の削減。

⑤スラブの組立、解体工程の短縮。次工程着手時期の前倒し。

．スラブの仮設開口部の在来工法の開口補強に替えて、スラブ開口部ス

ライド補強筋（セルボン）を採用することにより、次の効果があった。

①開口部鉄筋切断時の騒音の低減。

②開口補強、塞ぎ配筋工程の短縮。

【注意点】

．配筋付構造デッキ、スラブ開口部スライド補強筋の採用については、

構造計算及び軽微変更が伴うため、早い段階からの計算・協議が必要と

なる。

 
 
 

 

〈型枠兼用断熱材（ピットワーク）

施工状況〉

〈配筋付構造デッキ（フェローデッキ）

施工状況〉

〈スラブ開口スライド補強筋（セルボン）

施工状況〉

平成 30 年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰


